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LFVのメリット

シチズン独自の技術によりLFV同時4軸加工を実現
3種類のモードから、最適な加工方法を選択※2

テーパー・円弧・穴あけ・ねじ切りなど
さまざまな加工形状に2軸補間で対応が可能
Gコードで、ON/ OFFの簡単切り替え
多くの出荷台数に裏付けられた実績
蓄積した加工方法とノウハウ

LFV mode 1
切りくずをしっかり分断したいときに
ワーク 1回転あたりの振動回数を指令する方法

LFV mode 2
細物加工や小径深穴加工など
周速が必要なときに
1振動あたりのワーク回転量を指令する方法

LFV mode 3
ねじ切り加工で
切りくずを分断したいときに
ねじ切りパス毎に振動タイミングを変化させ
加工する方法

主軸 1回転

振動回数を指定

主軸の回転数を指定

1振動

主軸回転

振動方向

パス毎に
振動タイミングを変化

※ 1. LFVは、シチズン時計株式会社の登録商標です
※2. FANUC製NC装置搭載機はLFV mode 1、mode 3 のみ

加工動画

加工動画

加工動画

CG動画

CG動画

CG動画

LFVの切りくず 従来の切削による切りくず

● 同重量の切りくずにおける形状の違い
　 SUS304 

LFV※ 1（低周波振動切削）技術は、切りくずを分断して排出し、切りくずがらみのトラブルを解消します。
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材質による切りくずの違いとLFVの効果

刃　　物  ： 55°ポジチップ（ノーズ R0.2）
チップ材種 ： PVDコーティング
振 動条件  ： 回転数 ： 3,068 rpm
  送　り ： 0.02 mm/ rev
  LFV mode 1 （D 0.5, Q 2.0）
切り込み量 ： (片肉)取り代：1.0 mm

刃　　物  ： 55°ポジチップ（ノーズ R0.2）
チップ材種 ： 超硬合金
振 動条件  ： 回転数 ： 3,214 rpm
  送　り ： 0.05 mm/ rev
  LFV mode 2 （E 2.0, R 0.5, I 0.01）
切り込み量 ： (片肉)取り代：1.5 mm

刃　　物  ： 55°ポジチップ（ノーズ R0.2）
チップ材種 ： PVDコーティング
振 動条件  ： 回転数 ： 2,250 rpm
  送　り ： 0.02 mm/ rev
  LFV mode 1 （D 1.5, Q 1.1）
切り込み量 ： (片肉)取り代：1.0 mm

刃　　物  ： 55°ポジチップ（ノーズ R0.2）
チップ材種 ： 超硬合金
振 動条件  ： 回転数 ： 2,045 rpm
  送　り ： 0.03 mm/ rev
  LFV mode 1 （D 1.5, Q 1.5）
切り込み量 ： (片肉)取り代：1.0 mm

刃　　物  ： 55°ポジチップ（ノーズ R0.2）
チップ材種 ： 超硬合金
振 動条件  ： 回転数 ： 2,597 rpm
  送　り ： 0.05 mm/ rev
  LFV mode 2 （E 2.0, R 0.7, I 0.03）
切り込み量 ： (片肉)取り代：1.5 mm

LFVなし LFVあり

クロムモリブデン SCM415

LFVなし LFVあり

アルミニウム A6061-T6

LFVなし LFVあり

炭素鋼 S10C

LFVなし LFVあり

銅 C1020B

LFVなし LFVあり

チタン Ti-6Al-4V

加工動画

加工動画

加工動画

加工動画

加工動画
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機種別 LFV対応表

機種 型 NC装置 X 1, Z 1 X2, Z2 X3, Z3 Y 1 Mode 1 Mode 2 Mode 3
A20 VII FANUC ○ ○ - × ○ × ○

L12
VII MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

X MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

L20

VII MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

VIII MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

IX MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

X MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

XII MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

XIIB5 MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

L32

VIII MITSUBISHI ○ ○ - ○ ○ ○ ○

IX MITSUBISHI ○ ○ - ○ ○ ○ ○

X MITSUBISHI ○ ○ - ○ ○ ○ ○

XII MITSUBISHI ○ ○ - ○ ○ ○ ○

XIIB5 MITSUBISHI ○ ○ - ○ ○ ○ ○

M16

V MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

VII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

VIII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

M32

V MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

VII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

VIII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

D25
VII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

VIII MITSUBISHI ○ × ○ × ○ ○ ○

機種 型 NC装置 X 1, Z 1 X2, Z2 X3, Z3 Y 1 Mode 1 Mode 2 Mode 3

ABX
THY FANUC ○ ○ ○ × ○ × ○

SYY FANUC ○ ○ × × ○ × ○

ANX 42SYY FANUC ○ ○ × × ○ × ○

BNA

GTY MITSUBISHI ○ × × × ○ ○ ○

SY FANUC ○ - - × ○ × ○

S FANUC ○ - - - ○ × ○

CY FANUC ○ - - × ○ × ○

C FANUC ○ - - - ○ × ○

BNE
51/ 65 MYY MITSUBISHI ○ ○ × × ○ ○ ○

65 ATC MITSUBISHI ○ ○ × ○ ○ ○ ○

BNJ 51 SY7 FANUC ○ ○ - × ○ × ○

BNX 51/ 65 MSY MITSUBISHI ○ ○ - × ○ ○ ○

LX 06/ 08 E FANUC ○ - - - ○ × ○

LZ R/ RY FANUC ○ - - × ○ × ○

GN
3200 FANUC ○ - - - ○ × ○

3200W FANUC ○ ○ - - ○ × ○

 VC03 VC03 MITSUBISHI ○ - - - ○ ○ ○


